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は じ め に 

 

 社会状況の変化と生徒の実態に対応して、定時制教育及び定時制高

校の在り方について検討するため、東京都教育委員会では、平成 13 年

12 月に学校関係者と教育庁内関係者からなる定時制高校検討委員会を

設置しました。委員会では、生徒の一層の多様化とニーズの変化を踏

まえ、夜間定時制高校が抱える諸課題に的確に対応した定時制教育を

展開するため、定時制高校の実態把握と今後の定時制教育の方向性に

ついて検討を重ねてきました。 

本報告書は、検討委員会における検討結果を踏まえ、今後の定時制

教育のあり方として、昼夜間定時制独立校の一層の整備拡充の必要性

と、夜間定時制課程の活性化策等についてとりまとめたものです。 

 なお、トライネットスクール検討委員会が、インターネット等の情

報通信技術等を活用した新たなタイプの通信制高校の具体的な内容に

ついて検討を行い、既に報告書として取りまとめているところです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


